
必要なものは自分でつくる

――清水さんは、芸能界でもアウト

ドア派、スローライフ実践者として

知られ、さまざまな活動をされてい

ますが、1995（平成 7）年にアウト

ドアライフネットワーク「自然暮ら

しの会」を設立し、その代表をされ

ています。これはどういったものな

のですか。

清水――ボランティア活動として10

年前からやってきたことですが、週

末だけ職人をやりたいという人たち

の集団です。モノづくりを中心に、

必要なものは自分でつくり、つくれ

ないものは必要のないものだと割り

切ってしまう。必要を水増しして生

きるとしんどくなります。もっともっ

と、と考えると、そのためにずっと

働きっぱなし、ずっと準備ばっかり

している人生になります。人生は働

くためにあるのではなく、生きてい

くということを実感して、楽しむた

めにあります。つくれないものを、

人につくってもらおうとするから、

お金がかかる。自分でつくればお金

はかからないし、つくっているプロ

セスも楽しくなる。そういうことで、

人に何かをしてもらわないと生きてい

けない暮らしではなくて、自分ででき

る自分なりの自然暮らしのスタイルを

見つけてほしいということで、活動し

てきたのが「自然暮らしの会」です。

――こちら富士河口湖町の森の中

に、自然体験とモノづくりの総合ア

ウトドアパーク「森と湖の楽園」を

開園され、今そのリニューアルが行

われているようですが。

清水―― 2003（平成 15）年に「河口

湖自然樂校」を建設して、NPOと

してやってきました。これまで、金

なんかいらん、金持ちなんてロクな

もんじゃないと、言ってやってきた

んですけど、本当に何かをやろうと

したときに、お金に邪魔されるんで

す。やっぱりお金なのかと（笑）。

「これ、やりたい！よし、やるぞ！」

と思っても、また金かよということ

で、金にすごくいじめられました。

また、ここをNPOにしたときは、

自分の好きなことを活かして、世の
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中にいいことをしようと思ってやっ

たのですが、継続してやっていく

には、自分も幸せになっていかな

いと無理なんです。誰かのために自

己犠牲でやるっていうのは、2年か

3年が限界です。それで、NPOをや

めて株式会社にしました。たくさん

お金を出資してもらい、それで世の

中のためになる事業をする。それで

IPO（株式公開）を目指しています。

NPOから IPOへ。言葉、似ているで

しょう。今日の段階で 3億 5,000 万

円を集めました。僕、意外とお金集

め上手なんやなと思いましたね（笑）。

自然の中にいざなう人が必要

――今回、リニューアルされて、5月

1 日から劇場もオープンされますね。

清水―― 10 年以上自然体験の取組

みを行ってきたのですが、最終的に

動員力が、自然体験では弱いんです

よ。今、世の中で一番問題なのは、

自然と人の生活が離れてしまったこ

とで、それで子どもの問題や教育の

問題、環境の問題が起きている。だ

から、人の暮らしの中に自然の力を

活かそうということで、いいことを

しているのに人が集まらない。それ

が悔しくてね。先入観を捨てて、1

回でも来てくれたらわかってもらえ

る。こうなったら、だましてでも連

れてこようと決めたんです（笑）。そ

れには面白いこと、楽しいことをや

ればいい。それで「森の劇場・河口

湖 SHOW園」をつくりました。こ

こは全部が森という自然の劇場なん

です。自然食レストランとか、ロハ

スホールとか、いろいろ遊んでもらっ

て、身体が喜んでいることに気づい

てもらう。それでリピーターになり、

安定的な会員さんになってくれて、

自然に目覚めた人たちがどんどん増

えてくれたらいいなと思って取り組

んでいるんです。

――首都圏で週末職人工房の講座を

やられていますね。

清水――アウトフィッターを養成す

る講座を首都圏でやっています。自

然と暮らしをつなぐ人、それがアウ

トフィッターです。講座でライセン

スを取った人が、こういうところで

活躍したり、自分の近所の人や家族

や友達を連れて、自然の中で自然の

暮らしを進めていく。そうした人を

全国的に養成しようとしています。

――ライフワークですね。

清水――僕は今55歳ですけど、これ

からはこれに特化して、全財産、全

エネルギーを注いでいきたいと思っ

ています。そうすれば、かなわない

夢はない。スタートの考え方が間違っ

ていなければ、成功するはずです。

考え方に私心があり、動機が善で

なかったら、どんなに努力したって

うまくいきません。今、皆さんから

ご出資をいただいたり、仲間が集まっ

てきたり、本当に奇跡がいっぱい起

こって進んでいるので、間違っては

いないと思っています。自然の素晴

らしさに気づいてもらい、みんなの

心と身体を健康にするために、自分

の知っているノウハウを提供し、そ

れが有機的に全国的にも広がってい

けばと考えています。

楽するよりも楽しもう

――土木というものに対して、何かお

感じになっていることはありますか。

清水――安全や快適に集中しすぎる

のは、よくないと思います。楽な生

活、快適な生活を追及しすぎて、人

は本来もっている能力を落としてい

ます。今はデジタルでフォローして

いるので、伸びているように感じて

いるのです。僕は、衣・食・住・遊、

すべて自分でつくっていますけど、

今の若い人は何にもできない。火も

おこせないし、魚もさばけない、木

にも登れない。これって、人類とは

言えませんよね。四季の変化を肌で

感じて、毎日毎日感動できる生活を

しなければいけない。生きているの

か死んでいるのかわからんような楽

な生活がベストだと思って、企業も

インフラもそっちに流れている。もっ

と、人間の能力を活かすようなまち

づくり、社会づくりをしていく必要

があると思います。富士山に登るの

も、ヘリコプターで行けば一番楽で

すが、自分の足で登ると感動が違い

ますよね。楽するよりも楽しもう。

自然の中に行くと、都市生活の中で

眠ってしまった人間本来の機能を目

覚めさせるスイッチが押されるんで

す。そういうものに気づくのが自然で、

そこに行きたくなるようなインフラを

つくってもらいたいと思いますね。
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